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(57)【要約】
【課題】　踏面板と桁材との間に生ずる段差を少なくし
通路側端部の認識がし易く使用中にエキスパンドメタル
が跳ね上がる恐れのない足場布板を提供する。
【解決手段】　足場布板１はエキスパンドメタルよりな
る矩形の踏面板２とその長辺に設ける梁材３と短辺に設
ける桁材４を有する。梁材３の上部フランジ３ｂには内
方に開口部を形成する折曲部を有しこれに踏面板２の端
部を載置収納する。桁材４は梁材３の折曲部を収納する
上部フランジ端部４ａとこの上部フランジ端部４ａから
曲折して踏面板２の短辺上面にその内面を当接する上部
フランジ凹部４ｂを有する。上部フランジ端部４ａと上
部フランジ凹部４ｂとの段差ｄは梁材３の板厚と同等と
する。エキスパンドメタルのボンド部と上部フランジ凹
部４ｂは下方からの溶接により固着する。この溶接箇所
は両鋼材間に隙間が生じていないため溶着が完全となり
使用中に溶接が切れてエキスパンドメタルが撓む恐れは
ない。
【選択図】　　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
エキスパンドメタルよりなる矩形の踏面板と、この踏面板の長辺に設ける一対の梁材と、
前記踏面板の短辺及び梁材端部を夫々の上部フランジの下方に収納する一対の桁材と、各
桁材より突設する掛止手段を備える足場布板において、前記梁材は、リブ上方に踏面板の
端部を載置収納する折曲部を有し、前記桁材は、この折曲部を収納する上部フランジ端部
と、この上部フランジ端部から曲折して前記踏面板の短辺上面にその内面を当接する上部
フランジ凹部を有し、前記踏面板の短辺とこの上部フランジ凹部を下方からの溶接により
固着することを特徴とする足場布板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、建築工事現場等で構築する仮設足場の通路面として用いる足場布板に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　足場布板には、その軽量化と通路面の滑り止めを考慮して、踏面板としてエキスパンド
メタルを利用するものがある。このような足場布板としては、例えば下記に示すような従
来技術があった。
【特許文献１】特開２００２－１３２９１号公報　足場布板は、矩形の枠体と、その内部
に収納する踏面板と、枠体の外周に突設する複数の掛止手段を設け、踏面板は、溶接等の
手段により枠体に固定されていた。
【０００３】
　この従来の足場布板の詳細を図４及び図５に基づき説明する。図４は従来の足場布板の
平面図、図５は図４のＶ－Ｖ断面を示す拡大断面図である。足場布板１０１は、エキスパ
ンドメタルよりなる矩形の踏面板１０２と、この踏面板１０２の長辺に設ける一対の梁材
１０３，１０３と、この踏面板１０２の短辺に設ける一対の桁材１０４，１０４と、各桁
材１０４より突設する掛止手段１０５を備えていた。
【０００４】
　又踏面板１０２を支えるため長辺方向にハット型の補強材１０６を適宜本数並設すると
共にその下面を複数本の横桟１０７で支持していた。
【０００５】
　梁材１０３は、垂直方向のリブ１０３ａと、その上下両端設ける上部フランジ１０３ｂ
と下部フランジ１０３ｃとからなっており、上部フランジ１０３ｂには内方に開口部を形
成する折曲部を有し、これに踏面板１０２の端部を載置収納していた。
【０００６】
　踏面板１０２として用いるエキスパンドメタルは、梁材１０３の折曲部に収納保持する
と共に桁材１０４の上部フランジ１０４ａの下面に差し込まれ、図５の黒丸箇所が示すよ
うに下方から溶接することでエキスパンドメタルを桁材１０４に固定していた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、従来の足場布板１０１は、梁材１０３の端部を桁材１０４の内部に収納し、か
つ踏面板１０２の端部を梁材１０３の内部に収納する構成であったため、踏面板１０２の
上面と桁材１０４の上部フランジ１０４ａ下面との間には隙間ｔが生じていた。この隙間
ｔは梁材１０３の板厚分に相当し、約１．５ｍｍ～２．５ｍｍ程度になっていた。
【０００８】
　このため、エキスパンドメタルを下方から溶接する際には、網体を押し上げて隙間を無
くしながら溶接したり、あるいは隙間分を埋めるように厚めに溶接していたが、もともと
密着していない鋼材同士であるため十分な溶着ができない恐れがあった。
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【０００９】
　踏面板１０２と桁材１０４の溶着が不十分な場合には、使用中にエキスパンドメタルが
撓んでしまい、踏面板１０２と桁材１０４との間には許容できない段差が生ずる恐れがあ
った。通行時に躓く危険性を無くすためには、段差を３ｍｍ以内とすることが望ましいが
、エキスパンドメタルが撓んでしまうと、５ｍｍ以上の段差が生じ易かった。
【００１０】
　このような段差を生じさせないため、踏面板と桁材下面との隙間を無くす構成の足場布
板も提供されていた。この従来の足場布板を図６に示す。図６は別の足場布板の断面図で
ある。この足場布板２０１の場合、梁材２０３は、上部フランジ２０３ｂに段差を設けて
内方に張出しており、この下段にエキスパンドメタルよりなる踏面板２０２を載置してい
た。
【００１１】
　この時、踏面板２０２の上面と梁材２０３の上部フランジ２０３ｂ上段とは同一高さに
なるよう段差を設定していた。又踏面板２０２は桁材２０４の上部フランジの下面に差し
込まれており、梁材２０３及び桁材２０４とは共に溶接で固定されていた。
【００１２】
　このような梁材２０３を用いると溶接時に踏面板２０２と桁材２０４との間には隙間が
生じないため溶着が完全となり、使用中にエキスパンドメタルが撓む心配はなかった。と
ころが、踏面板２０２と梁材２０３が同一高さに形成されていると通路側端部の段差がな
くなることで端部の認識が薄れ、踏み外す危険性が指摘されていた。
【００１３】
　又、踏面板２０２の梁材２０３に対する固定は溶接のみであったため、使用中に溶接箇
所が切れるとエキスパンドメタルが跳ね上がってしまう危険性もあった。
【００１４】
　この発明は、従来の足場布板が有する上記の問題点を解消すべくなされたものであり、
踏面板と桁材との間に生ずる段差をできるだけ少なくすると共に、通路側端部の認識がし
易く、かつ使用中にエキスパンドメタルが跳ね上がる恐れのない足場布板を提供すること
を目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記課題を解決するため、この発明の足場布板は、エキスパンドメタルよりなる矩形の
踏面板と、この踏面板の長辺に設ける一対の梁材と、前記踏面板の短辺及び梁材端部を夫
々の上部フランジの下方に収納する一対の桁材と、各桁材より突設する掛止手段を備える
足場布板において、前記梁材は、リブ上方に踏面板の端部を載置収納する折曲部を有し、
前記桁材は、この折曲部を収納する上部フランジ端部と、この上部フランジ端部から曲折
して前記踏面板の短辺上面にその内面を当接する上部フランジ凹部を有し、前記踏面板の
短辺とこの上部フランジ凹部を下方からの溶接により固着することを特徴とするものであ
る。
【００１６】
　桁材は断面コの字形の鋼材等を用い、その上部フランジを押圧加工等により段差を形成
する。段差は梁材の板厚と同等とする。
【発明の効果】
【００１７】
　この発明の足場布板は、桁材の上部フランジ凹部下面に踏面板の短辺上面を当接して溶
着するので、使用中に溶接箇所が切れる恐れがなくなり、エキスパンドメタルが撓むこと
での段差は発生しない。このため踏面板と桁材との間に生ずる段差をできるだけ少なくす
ることが可能となる。
【００１８】
　一方、梁材の上部フランジに形成する折曲部内に踏面板の端部を載置収納するため、通
路側端部の認識がし易くなり、かつ使用中にエキスパンドメタルが跳ね上がる恐れもない
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　次にこの発明の実施の形態を添付図面に基づき詳細に説明する。図１は踏面板の一部を
省略した足場布板の平面図、図２は図１のII－II断面を示す拡大断面図、図３は図１のａ
部を拡大した平面図である。
【００２０】
　足場布板１は、エキスパンドメタルよりなる矩形の踏面板２と、この踏面板２の長辺に
設ける一対の梁材３，３と、踏面板２の短辺に設ける一対の桁材４，４を有する。各桁材
４には掛止手段５を突設する。
【００２１】
　梁材３の間には桁材４の奥行長さに応じて補強材６を適宜本数並設すると共にその下面
を複数本の横桟７で支持している。
【００２２】
　図２の断面図にも示すように梁材３は、垂直方向のリブ３ａと、その上下両端設ける上
部フランジ３ｂと下部フランジ３ｃとからなっており、上部フランジ３ｂには内方に開口
部を形成する折曲部を有し、これに踏面板２の端部を載置収納している。
【００２３】
　桁材４は、梁材３の折曲部を収納する上部フランジ端部４ａと、この上部フランジ端部
４ａから曲折して踏面板２の短辺上面にその内面を当接する上部フランジ凹部４ｂを有す
る。
【００２４】
　この上部フランジ端部４ａと上部フランジ凹部４ｂとの段差ｄは梁材３の板厚と同等と
する。図３に示すように、踏面板２であるエキスパンドメタルのボンド部と上部フランジ
凹部４ｂは下方からの溶接により固着する。溶接箇所は梁材３と補強材６の間、補強材６
,６の間に夫々１箇所ずつ計３箇所とする。
【００２５】
　この溶接箇所は両鋼材間に隙間が生じていないため溶着が完全となり、使用中に溶接が
切れてエキスパンドメタルが撓む恐れはない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】踏面板の一部を省略した足場布板の平面図である。
【図２】図１のII－II断面を示す拡大断面図である。
【図３】図１のａ部を拡大した平面図である。
【図４】従来の足場布板の平面図である。
【図５】図４のＶ－Ｖ断面を示す拡大断面図である。
【図６】従来の別の足場布板の断面図である。
【符号の説明】
【００２７】
　１　足場布板
　２　踏面板
　３　梁材
　４　桁材
　４ａ　上部フランジ端部
　４ｂ　上部フランジ凹部
　５　係止手段
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【図１】

【図２】
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【図４】
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【図６】
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